
(管理規則第３条実施要領　別紙様式） Ｎｏ.(2)

目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。

目標を下回り，成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。

４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度
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目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。
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福山市立

□指標に係る取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。
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目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。

学校赤坂小

評点
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評価基準
[プロセス評価の評価基準]

評点

5

評価基準 評点

総合

評価 改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

改善方策

評価基準
[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

プロセス

評価

達成

評価

評価指標 □指標に係る
   取組状況

プロセス

評価

達成

評価
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豊かな心の
育成

★
継
続

継
続

①情報発信や対話を増や
す工夫をし，取組内容や
子どもの姿の共有を図
る。
②授業づくりや児童の学
ぶ姿などについて気兼ね
なく対話することができ
る職場環境をつくる。

①水泳や持久走，縄跳び
等で，自己課題に合った
取組方法を児童が選択・
決定し，主体的に課題解
決を行うようにする。

①子ども主体の体験活動
や学校行事，学習内容の
交流等を積極的に取り入
れ，多様なかかわりを大
切にする。

①子どもが自分で問いを
もつような導入を工夫
し，探究的な単元づくり
を行う。
②基礎・基本の定着状況
を確認し活用する場面を
設定し実践的定着を図
る。

　校内発表会後，学年の良いところ
やかっこいいところをカードに書い
て伝える活動を行った。評価指標に
基づいたアンケートでは，相手の良
さを伝えることができたと答えた児
童は91.0％だった。一方で，自分
の良さや成長に気付いた児童は
74.0%であった。

①体育の授業で，自分自身を振り返り目標
を決定して活動することができた児童は，

91.9％だった。水泳の授業では，目標決定
や振り返りを行うためにワークシートを活

用した。
②体育の授業で，活動内容や練習方法を自

ら選択，決定することができた児童は
89.0％だった。児童が自ら選択決定できる

ような授業の工夫が必要である。

①保護者アンケート「学校に対する安心

感」の項目の肯定的評価は98.5％であっ
た。子どもたちが安心して登校できる環境

や，地域の方の協力によって，子どもたち
は概ね安心して登校できている。

②職員意識調査による「仕事にやりがいを

感じている」の項目の肯定的評価は79.2％
であった。

③時間外在校時間月平均40時間以内の職員
は94.7%であった。定時退校日の周知によ

る時間意識の醸成や，校務補助の活用等に
よる負担の軽減により，時間外在校時間は

削減傾向にある。

3

①体育の授業で，これまでの
自分の記録をもとに目標を設
定し，活動することができた
児童９２％以上
②体育の授業で，活動内容や
練習方法を，自ら選択，決定
することができた児童９２％
以上

①「学校に対する安心
感」肯定的評価９０%以
上（保護者アンケート）
②「仕事にやりがいを感
じている」肯定的評価
前年度以上（職員意識調
査）
③時間外在校時間月平均
４０時間以内の職員
前年度以上

①探求的な単元の中で自
分で選択・決定を行いな
がら，学習を進めること
ができた児童８０％以上
（児童アンケート）
②学力・学習状況調査で
正答率４０％未満の児童
前年度以下

①体験活動や学校行事，
学習内容の交流につい
て，アンケート・振り返
りカードに自分の成長を
書いたり，相手の良さを
伝えたりすることができ
た児童８０％以上（児童
アンケート）

①自分で選択・決定を行いながら，学習を進めること

ができたと回答した児童の割合は９２．３％であっ

た。

②全国学力・学習状況調査で正答率４０％未満の児童

の割合を前年度と比較すると国語ー６％算数＋６％で

あった。学力・学習状況調査で，正答率４０％未満の

児童の割合は国語ー３.８％算数＋１０％であった。 算

数科においては,求積公式の意味等について理解したり

立体の見取図と展開図の対応について考えたりするこ

とに課題が見られる。また，結果分析を行ったとこ

ろ，どちらの調査・教科においても，情報を関連付け

て考えることに課題があることがわかった。
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健やかな体
の育成

継
続

4

信頼される
学校づくり
の推進

★
継
続

児童が主体的
に人・物・時
間を「つな
ぐ」授業づく
り

児童の自己有
用感を高め，
他者とかかわ
り合う児童の
育成

自己課題を設
定し，健やか
な体を自己管
理する児童の
育成

○地域，保護
者，学校がつな
がる教育活動の
創造
○働き方改革を
推進し，元気・
笑顔が続く学校
づくり

課題発見・
解決力の育
成とコミュ
ニケーショ
ン力向上
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①学習発表会などの行事後に
書いた振り返りカードを活用
して,自らを振り返ったり相
手のよさを伝えたりする機会
を設ける。
②児童会役員とともに自分の
良さを認めることができる取
組を考え，実行する。

①各単元においてワークシートを活

用し，自分自身で具体的なめあての

設定を行うことで，より主体的に課

題解決を行うことができるようにす

る。

②前時までの振り返りや，タブレッ

トでの動画撮影をもとに，自分のめ

あてに対してどのような練習をする

とよいか，考えさせるようにする。

①・②子どもたちが「楽しい」「面

白い」と実感する授業づくりを進め
ることで，安心して「学校に行きた

い」と子どもたちが思えるようにす
るとともに，職員がやりがいを感じ

ることができるようにする。また，

取組を通信等で積極的に情報発信
し，本校教育活動への理解を深めて

いただく。
③職員が各々の立場で業務改善を図

ることができるよう．職務内容の見
直しと精選を継続する。
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①単元の中で児童が自分で選択・決
定ができる場に加え，自己評価でき

る場を設定していく。そうすること
で児童が主体的に学びを進めている

ことを実感できるようにする。
②必要な情報のみを与えるのではな

く，児童が必要な情報を取捨選択し

て問題を解決する場面を設定する。

44 4

4

4
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①見通しを踏まえて自己選択・
自己決定する場面を設定するこ
とで，学習を進められるように
する。
②授業の中で問題文が示す数値
や指し示す言葉が何を表してい
るのか，児童同士の対話場面を
設定して情報を正しく読み取れ
るようにする。

①行事の後や縦割り班の活動
（直接渡す）の中で相手の良
いところを書いて伝える機会
を設ける。
②マイナスな表現をプラスな
表現に変換する言葉一覧を作
成し、掲示することでポジ
ティブに考えるきっかけとす
る。

①ワークシートで目標設定するとき
に数値を入れて具体的な目標を児童

がたてるようにする。
②前時までの振り返りや，タブレッ

トでの動画撮影をもとに，自分のめ
あてに対してどのような練習をする

とよいか，考えさせるようにする。

①・②子どもたちが「楽しい」「面

白い」と実感する授業づくりに継続
して取り組むことで，安心して「学

校に行きたい」と子どもたちが思え
るようにする。また，教職員がより

やりがいを感じることができるよ

う，教材研究や授業づくりの充実を
図る。

③職員が各々の立場で業務改善を図
ることができるよう．職務内容の見

直しと精選を継続する。

①授業の中で，学習の進め方・考え方・まとめ方な

ど，児童にまかせる場面を意識して設定することで，

児童アンケート「自分で選択・決定を行いながら，学

習を進めることができた」の肯定的評価は，94.5％で

あった。

②教材研究では，「認知のしくみ」から学習方法を見

直して，各単元のつながりを意識しながら単元計画を

作成した。また，算数科の問題提示をする場面では問

題解決に必要な情報を児童が思考するような活動を意

図的に設定した。このような取組を通して，学力テス

トで課題のあった算数科の問題を再テストした結果，2

（３）の正答率は11.9％→52.3％（４）の正答率は

33.3％→57.1％になった。

　校内発表会後，他学年の良いとこ
ろなどをカードに書いて伝える活動
を行った。また，縦割り班内で互い
に手紙を書き，直接渡す活動を行っ
た。これらの取組を通して児童アン
ケート「相手の良さを伝えたり，自
分の良さに気付くことができたりし
た」の肯定的評価は91.0％だっ
た。

①体育の授業では,目標決定,振り返り,技能向
上のためにワークシートを活用すること

で，児童アンケート「自分自身の取組を振
り返り目標を決定して活動することができ

た」の肯定的評価は95.0%だった。
②体育の授業で，レベルに合わせた練習

コーナーの設置やルール変更を行うことを
通して児童アンケ―ト「活動内容や練習方

法を自ら選択，決定することができた」の

肯定的評価は91.8％だった。

①保護者アンケート「学校に対する安心

感」の肯定的評価は97.1％であった。子ど
もたちが安心して登校できる環境や，地域

の方の協力によって，安心して登校できる
状態が一定程度保たれている。

②職員意識調査による「仕事にやりがいを

感じている」の肯定的評価は88.2％であっ
た。

③時間外在校時間月平均40時間以内の職員
は89.5%であった。また，各月の時間外勤

務の平均は減少傾向にある。
（４月 35.56時間→12月 28.31時間）
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